
燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業
／共通課題解決基盤技術開発
／高効率・高出力・高耐久PEFCを実現する革新的材料の研究開発事業

○事業概要

連絡先
国立大学法人山梨大学燃料電池ナノ材料研究センター
E-mail: fcnano-as@yamanashi.ac.jp
TEL: 055-254-7092

【発表者】 国立大学法人山梨大学／パナソニック株式会社／田中貴金属株式会社／日本化学産業株式会社
／株式会社日産アーク／国立大学法人東北大学／国立大学法人大阪大学
／株式会社東レリサーチセンター（山梨大学共同実施先）
／日揮ユニバーサル株式会社,株式会社リガク,学校法人東京理科大学（山梨大学再委託先）

本事業は、燃料電池の2030年以降に目指すべき目標性能を達成するための担体・触媒・電解質・触媒層

に関る過電圧低減と耐久性向上を達成させ、高効率・高出力・高耐久を両立した新たな電極・電解質材料

を産業界と共に実用化につなげるものである。以下の３テーマを実施している。

A.「高効率・高出力・高耐久を実現する触媒の研究開発」

B.「高効率・高出力・高耐久を実現する炭化水素系電解質材料の研究開発」

C.「高効率・高出力・高耐久を実現する触媒層の研究開発」

各テーマの参画機関における体制が順調に構築され、研究の実施に必要な設備や部材等の導入により研究

環境構築の準備も進み、各参画機関において研究活動が予定通り進捗し始めた。また評価PFへ研究材料

の提供について情報共有を実施し、提供する材料のリストを共有し、サンプル提供を開始した。事業全体

で着実に成果が挙がっており、狙いとする実用化・事業化の見通しに遅れはない。



高効率・高出力・高耐久を実現する触媒の研究開発
山梨大、田中貴金属工業、日本化学産業、日産アーク、東レリサーチセンター、東京理科大学、リガク、日揮ユニバーサル
<委託先> ＜再委託先>＜共同実施先>



高効率・高出力・高耐久を実現する炭化水素系電解質
材料の研究開発 山梨大、パナソニック、日産アーク、東北大学、東レリサーチ

<委託先> ＜共同実施先>



高効率・高出力・高耐久を実現する触媒層の研究開発
山梨大、パナソニック、日産アーク、大阪大学、東レリサーチ
<委託先> ＜共同実施先>


